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学びの実感がある授業をつくる

自ら考え、動きを工夫する中で、
運動の楽しさを膨らませる体育科学習

公開授業Ⅱ 「いいね、その遊び②」（体つくり運動）をもとに

授業別協議会Ⅱ 体育



１ 今年度の主張について

子ども自らが考え、動きを工夫する支援の充実

①子ども自らが考える

②子ども自らが動きを工夫する



１ 今年度の主張について

子ども自らが考える

「もっとやってみたい」「もっとうまくなりたい」という思いや願い
を実現しようと運動に取り組むことができる

僕はバランス遊びが
好きだから、もっと
やりたいな。

私は、フープ回し
がうまくできるよ
うになりたいな。

目的に合った運動を選ぶ



１ 今年度の主張について

目的に合った運動を選ぶ （「遊びファイル」より）



１ 今年度の主張について

「チャレンジ遊び」 （第１次）



１ 今年度の主張について

「掲示板」 ※「いいね、その遊び①」での活動の様子を撮影



１ 今年度の主張について

子ども自らが動きを工夫する

⇒体の基本的な動きの種類を増やしたり、「多い回数できるよう
になった」「楽にできるようになった」など、上手な体の動かし方
に気付いたりすることができる

できるだけ速く渡るぞ！

バランスシートを置いてみよう！
渡るのが難しくなったぞ。



工夫の視点

１ 今年度の主張について

・同時にやってみよう

ゲーム

・フープを使ってみよう

・３人でやってみよう

・しゃがんでやってみよう

・競争（走）してみよう

・後ろ向きで進んでみよう

人数

姿勢

用具

方向

組み合わせ



工夫の広がり

１ 今年度の主張について

「いいね」



交流
気付き

調整

２ 体ほぐしの運動
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